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地域診断書の見方 

指標名      

選択された指標を
他地域と比較した
ランクと数値 

各指標の定義 

経年変化を比較 

赤・黄・青色の3色は、最小
値（左端）と最大値（右端）
を3等分し，それぞれに含
まれる地域の割合を示す． 

対象地域を選択 ランク 
順位 

◆が当該地域の値を示す青
◆が青の中＝良い指標 

赤線は平均値 

前回より 
改善なら 
悪化なら ◆が赤の中＝悪い指標

前回
平均

最小 平均 最大 
今回 サン

プル
数

地域名

前・後期、男・女など対象や 
指標群を選択 
A.コア指標群：最初に見る指標 
B.重要指標群：原因や関連要因、 
 対策検討用の指標 
C.参照指標群 
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健康度高い松戸市
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改善の余地はある
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学習・教養サークル参加割合低いと 
認知症リスク高い 

学習・教養サークル参加割合 

認
知
症
リ
ス
ク
者
割
合 
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 全91市区町村：r -.224（p <.05）※ 

 4,000人/k㎡以上51市区町村：r -.673（p <.001） 
 3,999～1,000人/k㎡15市区町村： （n.s.） 
 1,000人/k㎡25市区町村： （n.s.） 
 

 全91市区町村：r -.337（p <.05） 
 4,000人/k㎡以上51市区町村：r -.781（p <.001） 
 3,999～1,000人/k㎡15市区町村： （n.s.） 

 1,000人/k㎡25市区町村：（n.s.） 

市区町村単位の要支援・介護認定率と
地域組織への参加割合 

※のみSpearman その他はPearson 半田市社会福祉協議会 伊藤 大介 daisuke-i1@yahoo.co.jp 

JAGES 2017 

社会参加10％増加で、認定率5％減少 
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介護サービス利用者が1000人減ると 

• 平成 27 年度 介護給付費等実態調査の概況 
 
 
 
 

• 15.7万円/月×12ヶ月＝188.4万円/年 
• 1000人減ると18.8億円/年 
http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/kaigo/kyufu/15/dl/11.pdf 

【概算イメージ：近藤試算】 
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JAGES 

地域リハビリテーション 
広域支援センター 

各地域の 
リハビリテーション施設 

支援・各リハ施設の連携 

短期集中 
予防サービス 

各地域の通いの場，NPO，企業等 

住民主体の 
介護予防サービス 

全市的なマネジメント 

・研修など３つの支援 

・直接でなく間接支援 
サービス提供によるスキル向上を実感しモ
チベーションを維持向上する仕組み 

技術的支援 

連携 
支援 

虚弱や退院後 
リハが必要な者 

リハにより 
機能回復した者 

松戸市 

専門職としての 
教育の仕組み 

・ 

―能力開発の仕組み― 

短期集中 
予防サービス 

地域づくりによ
る介護予防 

地域診断・計画立案・実施・評価支援 

地域ケア会
議 
等 

介護予防ケア
マネジメント 

『JAGES松戸プロジェクト』の位置づけと特徴 
2016年11月2日 JAGESプロジェクト千葉大事務局 

・組織起ち上げ運営支援 

＜位置づけ＞ 住民主体の介護予防サービスの開発支援と評価研究：      の部分 
  

＜特徴＞ 地域包括ケアの都市型モデルを開発し全市へ展開→全国に標準モデルを発信 
   ○地域包括ケアモデル：介護予防を中核とするが，対象は高齢者に限定しない．    
   ○全市的なマネジメント支援と評価：直接支援ではなく間接支援  
   ○３つの支援内容と２つの対象：①研修と②ネットワーキングと③評価を既存+新規の両者に 
   ○都市の資源活用：住民やNPOだけでなく企業や退職者などにも活躍の場を提供 
   ○重層的支援と評価：対象は個人・グループ・企業・地域など 
   ○評価でPDCA回す：個人・プログラム・地域のニーズやプロセス，介護予防効果を評価 
  

元気高齢者 

ボランティア 

松戸市とJAGES（日本老年学的評価研究）との共同研究プロジェクト 
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ボランティアの形にもイロイロ 
• すでにある拠点のお手伝い お手伝い型 

• 一芸を出前 講師・芸人型 

• 新しい拠点をつくりたい 拠点づくり型 

• 専門スキルで貢献したい プロボノ型 

• マネジメントや間接支援が得意 間接支援型 

都
市
型 
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松戸プロジェクト応援団 
 

松戸プロジェクトの全体像 

11 

地域活動・NPO等 
 

ご自身に合った社会参加の機会を創出 

参加 

ボランティア活動 
（プロボノ型・間接支援型） 

事業者 

元気高齢者・市民のみなさん 

企業・個人事業主のみなさん 

幅広い高齢者・市民のみなさん 

参加 

市民みんなで活動を応援！ 

地域活動への参加やアンケートへの回答など 

ボランティア活動への参加やサービス・商品の提供など 



http://www.who.int/kobe_centre/mediacentre/jages/en/ 
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松戸PJ 2017年度の計画 

       参加ボランティア・事業者募集 

2月       3月 4月          夏    秋     年度末 

準備 

 
 

お
試
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

  
 

通
い
の
場
発
足 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

事
業
者 

大
学 

              

 

参加 

ボラ・ 

プロ 

ボノ・ 

事業者 

公募 

 

   

ワークショップ
で主体形成 

 4月28日 

  5月25日 

   6月14日 

評価 評価 

  
 

 
 

 
 

説
明
会 

運営 

  
 

 

振
り
返
り
企
画 

協力事業者公募 説明会 
6月14日 

協力
内容
協議 

運営支援 

プロボノ説明会 
5月30日 

プロボノ 
チャレンジ 
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2017年度上期の成果 
• ワークショップ参加者 60人弱×4回 計のべ229人 

• 参加者の6割が男性 
• 元気応援クラブ14カ所開設（ワ－クショップから5カ所）+2次募集

4ヶ所 
• 既存の元気応援クラブ20カ所と合わせ 38カ所 

• プロボノチャレンジ参加者 19人（30～80代） 
• 再参加希望 約75％ 継続的関与希望者 6～7人 

• パートナー（間接支援型）  6人 
• プロボノから合流者合わせて 10人超予定 

• 協力企業・事業者 第3回9月 第5回 12月 18社 
• エーザイ、キャノン、NTTドコモ、保険会社（系研究所）、NPO2法
人、フィットネスクラブ、調剤薬局、歯科医院など     
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プロボノの成果 
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松戸プロジェクト特設サイトより 
ご登録ください 

http://matsudo-project.com 

こちらから 

※ チーム参加ご希望の方は、全員ご登録のうえ、事務局まで 
  別途ご連絡ください。  16 



間接支援型ボランティアとして 
活動するパートナー委嘱 

1. 地域にある通いの
場のリスト 

2. 通いの場の会場と
なりうるスペース
や拠点のリスト 

3. 協力者集めと人材
データベース 

4. 通いの場を支援す
る事業者・企業の
リスト 

特製の名刺 
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コレクティブ・インパクト 

• 立場の異なる組織（行政、企業、NPO、財団

、有志団体など）が、組織の壁を越えてお互
いの強みを出し合い社会的課題の解決を目
指すアプローチ 
 

• 個別アプローチでは解決できなかった社会課
題の解決をめざす 

• 新たな社会課題の解決手法として近年、欧米
では定着しつつある 
 

John Kania, Mark Kramaer: Collective Impact. Stanford Social Innovation Review, 2011 

http://www.globalcsr-pfc.com/collective-impact/ 
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社会参加型の健康長寿幸福産業 

拠点開発 プログラム
開発 

マーケティ
ング 

効果評価 

マネタイズ 

参加・  
状況把握 

空間・近接
性確保 

運営人材
育成 多彩・ 

楽しい 

遠隔・通信・
映像 

笑い・会話・
感情・血圧・

脈拍 

GPS コミュニ
ティの変化 

個人の変化 
幸せ・健康 

Social 
Impact Bond 

有料会員 

マッチング 
人と人・モノ・
プログラム 

人集め 

インストラクター 
人・ロボット 

スポーツ・学習・ 
趣味・ゲーム・料理 

個人識別 

ビッグ
データ・AI 

売上げ 

グループ
の変化 

リコメンド 

1000人に1カ所 
＝12万カ所
×100万円＝
1200億円 

2000万人が6千円
＝1200億円産業へ 
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実施／検討中の支援プログラム例 
• NPO法人によるボランティア交流研修会 
• 製薬会社＋薬剤師会⇒健康サポート薬局 
• プログラム・コンテンツ支援 

• 認知症予防、口腔衛生 
• 保険会社・緩和ケア専門職+NPOで終活セミナー？ 

• 無料の「通いの場」データベース提案 
• 参加者登録システム試作品に他の市から見積
もり依頼 

• 保険会社からビッグデータ解析に向け共同研
究提案 
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通いの場 
運営者交流会 

民生委員や町会の方も
併せ49名参加 
「参加できて本当に良かったです。
中味がいっぱいで充実でした」 
「先生のワンポイントが良かった」 
「皆も同じ悩みであった。難しく考
えないで、また参加したい」 
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JAGES2016-2017の調査概要 
  JAGESプロジェクト千葉大事務局 

松戸市とJAGES（日本老年学的評価研究）との共同研究プロジェクト 

2016年 
JAGES調査 

2017年 
健康とくらしの
調査 

2017年 
モニタリング地
域の調査 

2017年 
通いの場 

目的 ・『高齢者がいつまでも元気で暮らせるまちづくり』の手がかり発見 
・元気応援くらぶなどの通いの場の効果を検証 

方法 からだやこころの状態、社会生活状況などを、アンケートにて調査する 

対象者 松戸市にお住まいで、介護認定を受けていない６５歳以上の方 

市内の特定地
域にお住まいの
方 

元気応援くらぶ
などの通いの場
に通われてる方 

回収率 約72％ 約67％ 約65％ 約73％ 

配布数 ６０００ ４４７６ ２７５５ １５９ 

回収数 ４３２０ ２９９０ １７７７ １１４ 22 



ニーズ調査への設問追加方式 

JAGES健康とくらしの調査2016分析.  2017 

0

5

10

15

20

25

65-69歳 70-74歳 75-79歳 80-84歳 85歳以上 

サロン不参加 
サロン参加 

* 

* 

* 

ニーズ調査で参加状況を把握 
参加群で虚弱割合が低いことを確認 

• 全国39市町村 
 JAGES2016「健康とくらし  
 の調査」参加者 
 21,844名を分析対象 
• 基本チェックリスト問1～

20のうち 
10項目以上該当で「虚
弱」と判定 

*： p<0.001（カイ二乗検定） 

虚
弱
割
合 

(%) 

（n=6123） （n=5143） （n=4146） （n=2356） （n=1089） 

23 



趣味       スポーツ     ボランティア 

追跡調査で社会参加は増加 JAGES HEART 2016 
（全国参加市町村データ） 

2010 2013 2016  

10.5％増加 

前
期
高
齢
者 

 
 

 

後
期
高
齢
者 

2010 2013 2016  2010 2013 2016  2010 2013 2016  

2010 2013 2016  2010 2013 2016  

15.1％増加 

9.1％増加 3.5％増加 

4.9％増加 

13.4％増加 

29.2％ 

16.3％ 

14.9％ 

30.3％ 
37.1％ 

39.4％ 

後期高齢者で伸びが大きく活動的 
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追跡調査で効果検証（武豊町） 

Hikichi, H., Kondo, K., Takeda, T., and Kawachi, I.  Social interaction and cognitive decline: 
Results of 7-years community intervention. Alzheimer's & Dementia: Translational Research 
& Clinical Interventions3 (1): 23-32, 2017. 

通いの場参加と認知機能低下の関連 

2007年から7年間追跡し

サロン参加群と非参加
群で比較 

年4回以上の参加は認
知機能低下リスクを0.7
倍に低下させる 
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見えてきた課題・必要な資源 
1. すでに地域にある通いの場のリスト 
2. 通いの場の会場となりうるスペースや拠点の

リスト 
3. 地域貢献をする意欲がある人材データベー

ス（人材バンク） 
• お手伝い型・講師型・プロボノ型（短期プロジェクト
型・長期コミット型） 

4. 通いの場を支援する事業者・企業のリスト 
5. コンテンツ支援，運営支援，会場貸し出し，寄

付，宣伝に協力など 
26 



見えてきた課題・必要な資源 
6. 通いの場運営者を対象とする研修や課題抽

出ワークショップなど 
7. 人材発掘・育成のための研修やワークショップ 
8. 新しい事業者や企業を募る説明会や，関わり

方を検討するワークショップ 
9. 上記のような情報を一元管理できるサイト，

mailing list，掲示板など 
10.タイムリーな情報発信（サイト，news letter，広

報まつど，置いてもらうチラシ作成）など 
11.これらの課題解決に取り組む主体の形成と連

携が自律的に進む仕組み 
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まとめ 
• 介入前の地域診断で、松戸市には改善の余地あり 
• 物忘れや認知機能低下者割合やや多め 
• ボランティア、学習・教養サークル少なめだが、参加
意欲はある 

• 社会参加の促進による介護給付費抑制効果もあり
そう 

• 一年間の松戸PJで前進はしたが、多くの課題が見
えてきた 

• 参加の場づくりの潜在的な担い手には、住民、支援
ボランティアに加え、企業群もある 

• 企業のやる気を引き出す成果連動型報酬（例：SIB） 
 28 
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